




追従性に優れている反面，厚板への適用性に若干難があ
る。図6



3．2　建築分野

3．2．1　四面ボックス柱の角溶接

　1970年頃における四面ボックス柱（図11）の溶接では，
最大板厚は32mm程度であり，かつ鉄骨部材に使われる
のもまれであった。このため，炭酸ガスアーク溶接や溶
融フラックスを用いた小入熱のサブマージアーク溶接に
よる多層盛りで十分に賄えた。1980年頃になると，厚肉
化と加工量の増加が進み，鉄粉を含有したボンドフラッ
クスによる大入熱施工が適用され，溶接パス数の低減に
よる高能率化が検討された。しかしながら，この頃の溶




